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平成２８年度施政方針

議
長
あ
い
さ
つ

一
般
質
問
で
は
６
名
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
福
祉
、
教
育
、

財
政
及
び
防
災
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
さ
れ
ま
し

た
。私

ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
決
機
関
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
し
、
議
会

改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
た
め
鋭
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

深谷　秀峰　議長

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

国
は
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
日
本

社
会
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
等

を
策
定
し
、
本
市
も
国
の
総
合
戦
略
に
基

づ
き
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
等
を
昨
年
12

月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
戦

略
は
、
こ
れ
ま
で
先
進
的
に
進
め
て
き
た

「
子
育
て
支
援
」
を
最
重
要
施
策
に
位
置

付
け
る
と
と
も
に
、「
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
」「
商
業
環

境
や
住
環
境
の
整
備
に
よ
る
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
」
等
を
基
本
目
標
に
、
持
続
可

能
な
常
陸
太
田
市
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

平
成
28
年
度

　
　
　

施
政
方
針
（
要
旨
）

第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
大
久
保

太
一
市
長
は
、
平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

い
り
ま
す
。
今
後
、
総
合
戦
略
等
の
計
画

に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
及

び
定
住
促
進
等
の
施
策
を
地
道
に
進
め
、

少
子
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
持
続
可
能
で
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
の
だ
れ
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
予
算
概
要

一
般
会
計
は
前
年
度
比
4.3
％
減
、

10
億
７
０
０
万
円
減
の
２
２
６
億

５
０
０
０
万
円
で
、
事
務
事
業
の
見

直
し
を
進
め
、
国
庫
支
出
金
や
有
利

な
地
方
債
な
ど
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
積
立
を
し
て

き
た
財
政
調
整
基
金
か
ら 

３
億

８
０
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
行
い

新
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
た

も
の
で
す
。
特
別
会
計
は
７
会
計
で

前
年
度
比
1.0
％
増
の
１
５
０
億

２
１
０
７
万
９
千
円
。
公
営
企
業
会
計

は
２
会
計
で
、
前
年
度
比
1.0
％
減
の

18
億
５
７
７
４
万
７
千
円
。

各
会
計
の
総
額
は
、
３
９
５
億

２
８
８
２
万
６
千
円
、
前
年
度
と
の
比
較

で
は
10
億
４
２
７
７
万
１
千
円
、
2.6
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

施政方針を述べる
大久保太一市長

平
成
28
年
度
の
「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に

当
た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
に
よ

り
「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
」
整
備
・（
仮
）
東
部
東
地
区
開

発
促
進
事
業
・
教
育
旅
行
推
進
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成

28
年
度
各
会
計
予
算
や
議
員
提
出
議
案
な
ど
計
63
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
市
議
会
定
例
会

第
１
回
市
議
会
定
例
会
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▼
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進

事
業

　

団
体
と
連
携
を
し
な
が
ら
自
治
活
動
を
行

う
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
設
立
を
推
進

し
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る　

 

１
１
１
９
万
１
千
円

▼
国
民
体
育
大
会
推
進
事
業
【
新
規
】

　

平
成
31
年
度
開
催
に
向
け
た
事
前
準
備
等

経
費 

４
３
５
万
５
千
円

▼
本
庁
舎
改
修
計
画
策
定
事
業
【
新
規
】

　

災
害
発
生
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
目

を
遂
行
す
る
た
め
、
長
期
的
に
施
設
の
維
持
管

理
を
行
う
計
画
を
策
定 
５
４
１
万
１
千
円

▼
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
事
業

【
新
規
】

　

公
共
施
設
の
効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
運

営
を
行
う
た
め
の
長
期
計
画
を
策
定　

 
 

１
６
４
８
万
８
千
円

▼
ご
み
回
収
促
進
事
業
【
拡
充
】

　

ご
み
の
排
出
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ
の
支

援
、
資
源
ご
み
23
分
別
の
徹
底
指
導
、
ご
み

集
積
所
の
管
理 

１
１
４
５
万
円

▼
大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
作
成
事
業

【
新
規
】

　

地
震
や
集
中
豪
雨
等
に
滑
動
崩
落
の
恐
れ

が
あ
る
造
成
宅
地
の
安
全
を
図
る
た
め
、
調
査

を
行
い
マ
ッ
プ
を
作
成 

５
３
４
万
６
千
円

▼
道
整
備
交
付
金
事
業

　

亀
作
西
真
弓
線
、
高
柿
千
寿
線
の
整
備

 

８
０
１
５
万
円

▼
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業

　

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
修

繕
工
事
及
び
橋
り
ょ
う
の
定
期
点
検
を
実
施

 

１
億
３
６
０
０
万
円

▼
地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
事
業

　

昨
年
に
引
続
き
、
各
種
公
共
交
通
（
路
線

バ
ス･

市
民
バ
ス･

患
者
輸
送
バ
ス･

乗
合
タ

ク
シ
ー
等
）
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
重
複
・

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
公
平
性
・
市
負
担
の
増
加

と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域
公

共
交
通
網
の
再
構
築
を
図
る
（
平
成
28
年
10

月
実
施
予
定
） 

２
７
９
６
万
８
千
円

▼
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
寄
付
推
進
事
業

　

寄
付
者
に
対
し
、
市
の
特
産
認
証
品
等
を

謝
礼
品
と
し
て
贈
呈
。
市
内
産
業
の
活
性
化

及
び
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興
を

図
る 

３
４
４
６
万
５
千
円

▼
地
域
集
会
所
整
備
事
業

　

地
域
集
会
所
の
新
築
（
改
築
含
む
）、
増

築
及
び
改
修
に
係
る
経
費
の
１
／
２
以
内
の

額
を
補
助 

６
９
２
万
４
千
円

▼
第
６
次
総
合
計
画
策
定
事
業

　

第
６
次
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
前
期
基

本
計
画
）
の
策
定 

８
５
１
万
５
千
円

　

※
新
規
・
主
要
事
業
を
抜
粋
し
て
掲
載

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
設
置
事
業

【
新
規
】

　

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
行
う
た
め
の
委
員

の
設
置 

９
６
０
万
円

▼
Ｋ

け

ん

ぽ

く

Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
芸
術
祭
事
業
【
新
規
】

　

県
北
６
市
町
の
海
と
山
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
る
「
茨
城
県
北
芸
術
祭
」
に
併
せ
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催 

１
９
５
万
２
千
円

▼
有
害
鳥
獣
・
病
害
虫
等
防
止
対
策
事
業

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
（
年
６
回
）、
有
害
鳥
獣

等
被
害
防
止
（
電
気
柵
購
入
助
成
、
水
稲
病

害
虫
航
空
防
除
費
助
成
等
）

 

１
２
６
５
万
２
千
円

▼
県
北
教
育
旅
行
推
進
事
業
【
新
規
】

　

県
北
６
市
町
連
携
に
よ
る
体
験
型
教
育
旅

行
の
誘
致
・
催
行
を
市
観
光
物
産
協
会
に
委
託

 

３
７
１
１
万
１
千
円

▼
西
山
荘
保
存
事
業
【
新
規
】

　

国
指
定
史
跡
及
び
名
勝
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
保
存
活
用
計
画
を
策
定

 

３
９
８
万
７
千
円

▼
医
療
機
器
等
整
備
事
業
【
新
規
】　

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
民
間
診
療
所
及
び
歯

科
診
療
所
の
医
療
機
器
等
整
備
に
要
す
る
経

費
の
１
／
２
を
助
成
（
上
限
５
０
０
万
円
／

件
） 

１
０
０
０
万
円

▼
多
目
的
駐
車
場
整
備
事
業
【
新
規
】

　

障
が
い
者
、
妊
産
婦
、
高
齢
者
の
た
め
に

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る 
５
５
４
万
円

▼
小
・
中
学
校
給
食
費
の
軽
減
【
新
規
】

　

幼
稚
園
が
対
象
だ
っ
た
給
食
費
半
額
制
度

を
小
・
中
学
校
ま
で
拡
大 
７
７
７
３
万
円

▼
乳
幼
児
・
小
中
学
生
・
高
校
生
相
当
医
療

費
助
成
事
業
（
市
単
独
分
）

　

16
歳
か
ら
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま
で
（
高

校
生
相
当
）
の
医
療
費
を
助
成
。
乳
幼
児
か

ら
中
学
３
年
生
の
所
得
超
過
に
よ
る
県
制
度

非
該
当
者
の
医
療
費
を
助
成 

 

５
４
１
７
万
円

▼
ふ
る
さ
と
定
住
奨
学
資
金
返
還
助
成
事
業

【
新
規
】

　

市
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
方
が
、

大
学
等
を
卒
業
し
当
市
に
戻
っ
て
き
た
場
合

に
返
済
金
の
一
部
又
は
全
部
を
助
成

 

１
３
０
万
円

▼
新
市
街
地
開
発
促
進
事
業

　

市
役
所
本
庁
舎
北
側
国
道
３
４
９
号
バ
イ

パ
ス
沿
い
の
商
業
業
務
系
の
市
街
化
を
図
る

 

７
８
３
６
万
５
千
円

一
般
会
計
主
要
事
業

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
若
者
定
住

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
託
す

人
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

地
域
産
業
の
振
興
と
に
ぎ
わ
い
創
出

に
よ
る
元
気
づ
く
り

市
民
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
の

行
政
力
改
革

地
域
で
支
え
合
う

い
き
い
き
健
康
・
福
祉
の
環
境
づ
く
り

災
害
に
み
ん
な
で
備
え
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

新市街地開発促進事業予定地

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
重
点
戦
略
順
に
掲
載

平成２８年度施政方針
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議 案 賛 否 一 覧

議
案
第
21
号

水
郡
線
谷
河
原
・
常
陸
太
田
間
谷
河
原
踏
切
歩
道
設

置
工
事
委
託
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
22
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
23
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
24
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
25
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
26
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
27
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
28
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
29
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
34
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
35
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
36
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
37
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
38
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ

い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

議
案
第
40
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農

業
者
又
は
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第
41
号

常
陸
太
田
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第
42
号

和
解
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第
43
号

平
成
27
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

第
１
回
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸

太
田
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
） 

本 

会 

議

原
案
承
認

議
案
第
２
号

常
陸
太
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
茨
城
県
北
地
域
の
教
育
旅
行
推
進
事
業

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
５
号

常
陸
太
田
市
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
６
号

常
陸
太
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
７
号

常
陸
太
田
市
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
８
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
９
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
10
号

常
陸
太
田
市
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
11
号

常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
12
号

常
陸
太
田
市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支

給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
13
号

常
陸
太
田
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
14
号

常
陸
太
田
市
営
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
15
号

常
陸
太
田
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決
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議 案 賛 否 一 覧

議
案
第
16
号

常
陸
太
田
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産

建

原
案
可
決

議
案
第
17
号

常
陸
太
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

総

務

原
案
可
決

議
案
第
18
号

常
陸
太
田
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

文

民

原
案
可
決

議
案
第
20
号

常
陸
太
田
市
用
品
調
達
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

総

務

原
案
可
決

議
案
第
44
号

常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
45
号

　

〜
第
63
号

常
陸
太
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
同
意

議
員
提
案

第　

１　

号

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て

原
案
可
決

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付
託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
川又　照雄
福地　正文
茅根　　猛
成井小太郎
高星　勝幸
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
木村　郁郎
藤田　謙二
諏訪　一則

議
決
結
果

議
案
第
１
号

常
陸
太
田
市
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

総　

務

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
４
号

常
陸
太
田
市
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
書
面
等
の
交
付
に
係
る
手
数
料
の
額
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総　

務

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
19
号

行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

総　

務

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
30
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
31
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
32
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
33
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
39
号

平
成
28
年
度
常
陸
太
田
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

予
算
特
別

原
案
可
決

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

請
願
第
１
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
（
注
１
）

産　

建

趣
旨
採
択

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
趣
旨
採
択

　
【
○
：
賛
成　

×
：
反
対
】

　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
注
１
）
請
願
第
１
号
は
委
員
会
に
お
い
て
「
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
、
本
会
議
に
お
い
て
は
委
員
会
の
審
査
の
と
お
り
「
趣
旨
採
択
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
採
決
さ
れ
た
た
め
、
請
願

　

に
賛
成
す
る
議
員
の
賛
否
は
×
と
表
記
さ
れ
ま
す
。
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予算特別委員会・議案質疑

予
算
特
別
委
員
会

（
３
／
15
・
16
）

平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
７

件
、
企
業
会
計
2
件
を
議
長
を
除
く
全

議
員
で
審
査

一
般
会
計
の
総
額
２
２
６
億
５
０
０
０

万
円
、
特
別
会
計
の
総
額
１
５
０
億

２
１
０
７
万
９
千
円
、
企
業
会
計
の
総
額

18
億
５
７
７
４
万
７
千
円
で
、
各
会
計
の

合
計
３
９
５
億
２
８
８
２
万
６
千
円
に
つ

い
て
審
査
が
行
わ
れ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
①
市
税
滞
納
繰

越
金
の
収
入
割
合
増
の
背
景
及
び
理
由
、

②
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る
減

額
、
③
学
校
給
食
費
徴
収
金
に
つ
い
て
。

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
①
ふ
る
さ
と

常
陸
太
田
寄
付
金
、
②
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
、
③
結
婚
推
進
事
業
委
託
料
内

容
、
④
参
議
院
選
挙
の
若
者
投
票
率
ア
ッ

プ
対
策
、
⑤
新
婚
家
庭
家
賃
助
成
事
業
の

効
果
、
⑥
霊
園
費
の
委
託
料
及
び
工
事
請

負
費
、
⑦
夜
間
診
療
業
務
委
託
料
等
の
利

用
状
況
、
⑧
奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林

道
整
備
事
業
費
の
今
後
の
整
備
状
況
、
⑨

商
店
街
活
性
化
事
業
費
の
考
え
方
、
⑩
ひ

た
ち
お
お
た
名
産
品
販
売
促
進
事
業
の
委

託
先
、
⑪
有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
委
託
料
、

⑫
国
重
要
文
化
財
保
存
整
備
費
、
⑬
自
動

体
外
式
除
細
動
器
借
上
料
の
設
置
場
所
及

び
台
数
、
⑭
西
山
荘
調
査
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
①
滞

納
繰
越
分
の
収
納
率
の
増
加
理
由
、
②
特

定
健
康
審
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
。
介

護
保
険
特
別
会
計
で
は
①
食
の
自
立
支
援

事
業
委
託
料
の
委
託
先
及
び
一
食
当
た
り

の
単
価
に
つ
い
て
。
下
水
道
事
業
特
別
会

計
で
は
①
整
備
状
況
及
び
水
洗
化
率
に
つ

い
て
。
水
道
事
業
会
計
で
は
①
水
質
検
査

委
託
料
に
つ
い
て
。
さ
ら
に
そ
の
他
の
会

計
に
つ
い
て
も
質
疑
が
行
わ
れ
、
議
案
第

30
号
、
議
案
第
31
号
、
議
案
第
32
号
、
議

案
第
33
号
、
議
案
第
39
号
を
賛
成
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。
そ
の
他
の
議
案
を
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。予算特別委員会（委員長　髙木　将　　副委員長　藤田　謙二）

議
案
質
疑

問　

議
案
第
30
号　
平
成
28
年
度
常
陸

太
田
市
一
般
会
計
予
算
は
、
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
予
算
案
は
成
案
に
な
る

の
か
、そ
の
仕
組
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
、
財
政
と

事
業
部
門
で
検
討
す
る
時
の
メ
ン
バ
ー

の
役
職
を
伺
い
た
い
。

答　

総
務
部
長　

予
算
編
成
は
例
年
10
月

頃
か
ら
作
業
を
始
め
、
11
月
初
め
の
庁
議

で
予
算
編
成
方
針
を
決
定
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
事
業
課
は
要
求
書
等
の
作
成
を
12

月
上
旬
ま
で
に
行
う
。
財
政
課
は
12
月
中

旬
か
ら
１
月
上
旬
に
事
業
課
に
対
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
妥
当
性
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
、
事
務
事
業
評
価
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
有
効
性
に
つ
い
て
確
認
を
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
必
要
に
応
じ
現
地
確

認
し
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急
性
等
を
見

極
め
て
、
総
合
的
か
つ
多
角
的
に
判
断
し
、

市
長
査
定
を
経
て
２
月
初
め
に
当
初
予
算

案
が
決
定
さ
れ
、
３
月
議
会
に
議
案
と
し

て
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
時

の
メ
ン
バ
ー
は
通
常
係
長
以
上
で
あ
る
。

一

般

質

問

　

平
成
28
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
一
問
一
答
方
式
で
行
わ
れ
、
６
名
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）

※
掲
載
内
容
は
一
般
質
問
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。
発
言
の
詳
細
は
６
月
中
旬
以
降
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
図
書
館
で
公
開
す
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

議
案
第
２
号　
常
陸
太
田
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

消
費

者
安
全
法
の
改
正
に
伴
い
、
消
費
生
活

相
談
員
の
資
格
の
変
更
点
、
任
用
の
考

え
方
、
相
談
業
務
に
係
る
研
修
の
実
施

状
況
と
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

市
民
生
活
部
長　

消
費
生
活
相
談
員

に
つ
い
て
は
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
資
格
保
有

者
だ
っ
た
も
の
が
、
法
改
正
に
よ
り
消
費

生
活
相
談
員
資
格
試
験
の
合
格
者
と
な
っ

た
。
な
お
、
従
前
の
３
資
格
保
有
者
で
一

定
の
職
務
経
験
を
有
す
る
者
は
、
消
費
生

活
相
談
員
資
格
試
験
合
格
者
と
み
な
す
こ

と
に
な
る
。
本
市
の
消
費
生
活
相
談
員
は

任
用
期
間
１
年
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て

雇
用
し
て
お
り
、
再
任
用
に
当
た
っ
て
は

本
人
の
意
思
確
認
を
踏
ま
え
任
用
し
て
い

く
。
職
員
の
研
修
の
状
況
と
効
果
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
各
種
研
修
会
へ
参
加
を

し
て
お
り
、
新
た
な
事
案
対
応
等
で
相
談

業
務
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
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一 般 質 問 　 　

藤
田　

謙
二 

議
員

  【藤田 謙二 議員　質問事項】
●地域振興の推進について
●地域福祉の推進について
●教育環境の向上について

近
年
、
制
度
へ
の
関
心
が
高
ま

り
全
国
的
に
寄
付
者
が
急
増

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」。
本

市
で
も
昨
年
４
月
よ
り
、
お
礼
の
品
の

還
元
率
ア
ッ
プ
と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
増

や
す
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
が
、

そ
の
運
営
状
況
と
今
後
の
拡
充
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設
を

活
用
し
て
、
介
護
な
ど
福
祉

分
野
の
専
門
学
校
や
大
学
の
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｃ
）
等
の
誘
致
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

諏
訪　

一
則 

議
員

  【諏訪 一則 議員　質問事項】
●「障害のある人もない人も共に歩み幸せに暮すため
の茨城県づくり条例」について
●小・中学校における、障がいのある方に対する理
解の取り組みについて

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
歩
み
幸
せ
に
暮
す
た
め

の
茨
城
県
づ
く
り
条
例
」
の
概
要
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
こ
の
条
例
が
禁
止
す
る
「
差
別
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
、
条
例

の
「
合
理
的
配
慮
」、
ま
た
「
市
の
果

た
す
べ
き
役
割
」
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

２
月
末
現
在
で
、

１
３
９
９
件
、
４
３
１
９
万
円

で
前
年
度
と
比
較
す
る
と
件
数
で
40
倍
、

金
額
で
は
15
倍
と
な
っ
て
い
る
。
返
礼

品
に
係
る
経
費
は
１
７
８
０
万
円
で
寄

政
策
企
画
部
長　

現
在
、
小

中
学
校
３
施
設
に
お
い
て
、

地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
耐
震
性

の
有
無
、
老
朽
化
の
状
況
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
専
門
学
校
や
大
学
な
ど
教

保
健
福
祉
部
長　

こ
の
条
例

は
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
差

別
を
感
じ
、
暮
ら
し
に
く
さ
を
訴
え
て

い
る
こ
と
」
や
「
障
害
者
差
別
解
消
法

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
寄
付
事
業
の
更
な
る
強
化
推
進
を

廃
校
を
活
用
し
専
門
学
校
や
大
学
の
Ｓ
Ｃ
等
の
誘
致
を

付
額
の
41
％
に
相
当
す
る
。
現
在
本
市

特
産
認
証
品
を
中
心
に
96
品
目
の
返
礼

品
が
あ
る
が
、
来
月
よ
り
「
竜
神
大
吊

橋
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
」
を
加
え
た

り
、
７
月
オ
ー
プ
ン
の
「
道
の
駅
ひ
た

ち
お
お
た
」
と
の
連
携
も
強
化
し
て
い

き
な
が
ら
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
や
、
お
取
り
寄
せ
専
門
雑
誌
、

都
内
で
の
新
聞
折
込
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

な
ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
当
市
の

魅
力
を
発
信
し
、
寄
付
先
と
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
認
知
度
を
高
め
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
。

育
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
地
方
都
市
に

お
い
て
、
定
住
人
口
及
び
交
流
人
口
の

増
加
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
、
更
に
は
学
生
が
地
域
の
方
々
と

交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性

化
に
も
繋
が
る
も
の
と
し
て
非
常
に
有

効
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
施
設
の
立
地
状
況
な
ど
も
含

め
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
誘
致
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
の
茨
城
県
づ
く
り
条
例
」
に
つ
い
て

が
成
立
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
相

談
及
び
紛
争
の
防
止
等
の
た
め
に
体
制

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
」

な
ど
を
背
景
と
し
て
、「
障
が
い
及
び

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
県
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
障
が

い
の
あ
る
人
も
等
し
く
基
本
的
人
権
が

重
ん
じ
ら
れ
、
同
時
に
権
利
を
有
し
、

社
会
の
様
々
な
分
野
に
参
加
で
き
る
」

あ
る
い
は
「
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い

人
が
共
に
学
び
あ
い
協
力
し
て
い
く
」

と
い
っ
た
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
基

本
理
念
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
条
例
が
禁
止
す
る
差
別
」
に
つ
い

て
は
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
不
当
な

取
り
扱
い
に
よ
る
権
利
・
利
益
の
侵
害

を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
「
社
会
的
障
壁

の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
合
理
的
な
配

慮
を
し
な
い
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
「
合
理
的
な
配

慮
」
と
は
、
そ
れ
を
行
う
に
当
た
り
、

社
会
的
通
念
上
過
重
な
負
担
に
な
る
こ

と
を
除
き
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
障
が

い
の
な
い
人
と
実
質
的
に
同
等
の
日
常

生
活
、又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
求
め
、
又
は
そ
の

家
族
等
の
求
め
に
応
じ
て
、
必
要
か
つ

適
切
な
現
状
の
変
更
又
は
調
整
を
行
う

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
条
例
の
理
念
目
的
を
目
指
し

て
、
県
と
連
携
を
深
め
各
種
施
策
を
有

効
的
に
実
施
し
て
い
た
い
。
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　 　 一 般 質 問

出
資
金
出
資
団
体
の
経
営
管
理
に
つ
い
て

平
山　

晶
邦 

議
員

  【平山 晶邦 議員　質問事項】
●外部出資並びに出えん金出資団体の経営管理に
ついて
●市施設の禁煙対策について

本
市
の
出
資
・
出
え
ん
金
を

支
出
し
て
い
る
第
三
セ
ク

タ
ー
は
「
株
式
会
社
水
府
振
興
公
社
」

「
一
般
財
団
法
人
里
美
ふ
る
さ
と
振
興

公
社
」
道
の
駅
を
経
営
す
る
「
常
陸
太

田
産
業
振
興
株
式
会
社
」
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
経
営
状
況
が
本
市
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。「
水

府
振
興
公
社
」
は
平
成
25
・
26
年
度
、

２
期
連
続
の
赤
字
決
算
で
26
年
度
は

１
７
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
。「
里

美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
」
も
平
成
25
・

26
年
度
と
も
赤
字
決
算
で
、
26
年
度
は

２
４
０
０
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。
総
務
省
は
平
成
26
年
に
「
第
三

セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化
の
推
進
に
つ

い
て
」
で
地
方
公
共
団
体
に
「
自
ら
の

判
断
と
責
任
」
で
徹
底
し
た
効
率
化
・

経
営
健
全
化
に
取
り
組
み
財
政
規
律
の

強
化
を
求
め
、
地
方
公
共
団
体
に
第
三

セ
ク
タ
ー
の
健
全
な
経
営
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
に
経
営
状
況
を
把
握
し
適
切
な

関
与
を
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。
本
市

の
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
経
営
管
理
と
経

営
責
任
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長　

現
在
は
第
三
セ

ク
タ
ー
の
経
営
状
況
に
対
す

る
適
切
か
つ
明
確
な
把
握
を
行
う
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。今
後
は
、

事
業
所
管
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
総
括
的
に
総
務

課
で
管
理
し
て
い
く
。
経
営
責
任
の
明

確
化
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
自
ら
の
責

任
で
事
業
を
遂
行
す
る
法
人
で
あ
る
こ

総
務
部
長　

固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
は
代
表
者
に
送

付
を
し
て
い
る
が
、
代
表
者
が
共
有
者

を
回
っ
て
集
金
し
て
い
る
。
代
表
者
の

高
齢
化
や
死
亡
な
ど
、
ま
た
、
後
継
者

が
不
明
と
の
事
情
に
よ
り
、
共
有
者
間

で
の
集
金
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

と
を
鑑
み
、
市
が
第
三
セ
ク
タ
ー
の
債

務
等
に
暗
黙
の
保
証
を
行
う
と
い
っ
た

誤
解
な
ど
を
受
け
な
い
よ
う
、
ま
た
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
が
悪
化
し
た
場

合
は
、
そ
の
役
員
が
民
事
、
刑
事
上
の

法
的
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ
と
、
市
が

負
う
べ
き
責
任
は
「
出
資
の
範
囲
」
と

す
べ
き
こ
と
な
ど
、
市
及
び
第
三
セ
ク

タ
ー
の
法
的
責
任
や
財
政
的
負
担
の
範

囲
の
明
確
化
に
努
め
て
い
く
。

公
金
の
運
用
と
調
達
に
お
け
る
効
率
性
の
向
上
は

入
会
林
野
（
共
有
林
）
の
所
有
者
の
不
明
化
問
題

深
谷　
　

渉 

議
員

  【深谷 渉 議員　質問事項】
●公金の管理について
●土地の所有者不明化について

資
金
運
用
は
市
民
の
財
産
の

運
用
で
あ
り
、
資
金
調
達
は

市
民
の
負
債
に
な
る
。
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
自
治
体

の
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
責

任
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
こ
の
超
低
金

利
時
代
で
も
、
優
れ
た
資
金
運
用
・
調

達
を
実
現
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
、本
市
の
資
金
運
用
・

調
達
に
関
す
る
ご
所
見
を
伺
う
。

相
続
時
に
登
記
の
名
義
変
更

が
行
わ
れ
ず
、
法
定
相
続
人

が
多
数
に
上
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
権

利
関
係
の
調
整
が
つ
か
な
い
土
地
の

の
提
出
を
依
頼
し
、
提
出
の
あ
っ
た
金

融
機
関
で
、
最
も
借
入
利
率
の
低
い
金

融
機
関
に
決
定
し
て
い
る
。
各か

か

務み
が

原は
ら

市し

の
利
息
額
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
は
、

10
年
以
内
の
償
還
期
間
で
の
借
入
れ

や
、
利
率
見
直
し
方
式
、
据
置
期
間
を

設
け
な
い
な
ど
の
取
り
組
み
は
、
参
考

と
な
り
、
検
討
内
容
と
し
て
い
く
。

会
計
管
理
者　

資
金
運
用
は

元
本
保
証
が
最
重
要
で
あ
る

た
め
、
現
在
の
超
低
金
利
時
で
の
債
権

運
用
は
見
合
わ
せ
、
今
後
の
金
利
の
動

向
を
注
視
し
、
適
正
な
時
期
を
見
極
め

運
用
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
基
金
の
一
括
運
用
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
に
お
け
る
資
金
運
用
基
準
や
資

金
運
用
計
画
等
の
取
り
組
み
状
況
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

　

総
務
部
長　

民
間
資
金
の
借
入
先
決

定
過
程
は
、
市
内
に
あ
る
７
つ
の
金
融

機
関
に
対
し
て
、
借
入
条
件
の
調
査
表

所
有
者
不
明
状
態
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
共
有
林
は
そ
の

傾
向
が
著
し
く
、
本
市
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。



9

国
は
、
学
校
給
食
や
図
書
館

な
ど
の
業
務
を
、
民
間
委
託

や
指
定
管
理
者
制
度
で
コ
ス
ト
削
減
を

し
た
自
治
体
を
モ
デ
ル
化
し
、
地
方
交

付
税
の
算
定
に
反
映
す
る
「
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
方
式
」
を
２
０
１
６
年
度
か
ら

導
入
す
る
。
２
０
１
７
年
度
以
降
コ
ス

ト
削
減
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
図
書
館

は
市
民
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
存
在

で
あ
り
、
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制

度
に
す
べ
き
で
な
い
。
図
書
館
の
管
理

業
務
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長　

現
在
、
国
で
は
地

域
の
実
情
を
考
慮
し
、
課
題

等
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

不
確
定
要
素
が
あ
る
。
今
後
、
指
定
管

理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

等
を
研
究
す
る
と
と
も
に
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

遊
休
地
に
設
置
し
た
大
規
模

な
太
陽
光
発
電
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
推

進
は
重
要
だ
が
、
常
総
市
で
起
き
た
浸

市
民
生
活
部
長　

市
へ
の
届

出
及
び
国
・
県
の
許
認
可
が

必
要
な
場
合
、
意
見
書
の
提
出
な
ど
に

第
２
号
被
保
険
者
の
方
で
特

定
疾
病
に
よ
り
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
人
数
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
第
２
号
被
保
険
者
の
対
象
者
の

方
々
に
も
、
急
病
や
災
害
等
緊
急
時
の

迅
速
な
対
応
に
繋
が
る
緊
急
通
報
装
置

の
設
置
と
調
理
困
難
な
方
に
栄
養
バ
ラ

保
健
福
祉
部
長　

人
数
は
、

70
人
で
あ
る
。
拡
充
す
る
と

な
る
と
、
現
在
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
全
体
の
考
え
方
や
財
政
負
担
に
つ
い

て
の
検
証
・
検
討
が
必
要
と
な
る
。
ま

ず
は
、
対
象
者
の
生
活
実
態
を
把
握

し
、
拡
充
の
必
要
性
を
検
討
課
題
と
し

た
い
。

政
策
企
画
部
長　

本
市
に
お

け
る
一
人
あ
た
り
の
市
民
所

得
は
２
４
９
万
１
千
円（
平
成
25
年
度
）

で
あ
る
。「
常
陸
太
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し「
本

安
定
し
た
人
口
構
造
を
維
持

し
、
持
続
可
能
な
活
力
あ
る

地
域
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
人
口
減

少
対
策
と
共
に
市
民
所
得
の
向
上
が
必

要
で
あ
る
。
市
民
所
得
の
現
状
と
向
上

に
寄
与
す
る
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

一 般 質 問 　 　

木
村　

郁
郎 

議
員

市
の
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
と
安

定
し
た
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
」
を
基

本
目
標
に
掲
げ
た
。
市
街
地
に
隣
接
す

る
東
部
東
地
区
へ
商
業
・
業
務
機
能
を

集
積
し
、
日
常
生
活
基
盤
を
強
化
し
経

済
循
環
の
促
進
、
子
育
て
中
の
女
性
を

視
野
に
入
れ
た
雇
用
の
場
の
確
保
を
図

る
。
起
業
・
創
業
者
へ
の
支
援
、
合
同

就
職
面
接
会
の
開
催
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

に
よ
る
就
労
者
へ
の
支
援
、
新
製
品
・

新
技
術
開
発
や
販
路
拡
大
を
支
援
す

る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
等
従
事
者

市
民
所
得
の
向
上
策
は

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

  【木村 郁郎 議員　質問事項】
●市民所得の向上策について
●ふるさと常陸太田寄附金について
●高齢者福祉について

宇
野　

隆
子 

議
員

  【宇野 隆子 議員　質問事項】
●地方財政計画について　●原発問題について 
●認知症対策について   　●太陽光発電について
●市の奨学金について

図
書
館
は
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
に
し
な
い
で

太
陽
光
発
電
の
安
全
性
の
確
保
を

よ
っ
て
土
地
利
用
状
況
を
確
認
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
雑
種
地
を
利
用
し
た

事
業
は
、
市
が
情
報
を
収
集
し
、
県
な

ど
と
連
携
し
た
指
導
を
実
施
し
て
安
全

性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
の
全
体
計
画
を
把
握
し
、

安
全
確
保
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

な
の
で
、
事
前
協
議
に
つ
い
て
は
、
市

環
境
基
本
条
例
の
趣
旨
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
、可
能
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く
。

の
所
得
向
上
は
「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お

た
」
を
拠
点
と
し
、
農
産
物
等
の
生
産

量
・
販
路
の
拡
大
を
図
り
「
儲
か
る
農

業
」
を
推
進
す
る
。

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
、
見
守

り
安
否
確
認
も
行
え
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
た
い
。

水
被
害
な
ど
安
全
性
や
、
景
観
上
、
生

態
系
上
か
ら
、
住
民
と
業
者
と
の
あ
つ

れ
き
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
安
全
性

の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
事

前
協
議
を
必
要
と
す
る
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
計
画
は
、
新
た
な
条
例
を
つ
く

る
と
か
、
市
環
境
基
本
条
例
に
追
加
し

て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。
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常任委員会審査・活動報告

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制
定
３

件
、
一
部
改
正
６
件
、
関
係
条
例
の
整

備
１
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
補
正
予

算
１
件
、
合
計
12
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
12
議
案
を
全
会
一
致
で
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

補
正
増
額
さ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
金
の
内

訳
と
、
こ
れ
ま
で
の
請
求
額
に
対
す
る
賠

償
金
の
支
払
割
合
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
の
食
品
検

査
に
係
る
米
、
大
豆
の
運
搬
費
用
と
し
て

８
０
５
７
円
、
平
成
24
・
25
年
度
の
竜
神

大
吊
橋
の
渡
橋
料
減
収
分
と
し
て

議
案
第
22
号　
平
成
27
年
度
常
陸
太
田

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

３
１
５
１
万
３
５
７
２
円
。
平
成
26
年

度
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
対
す
る
市
の

助
成
金
と
し
て
６
１
３
万
５
千
円
。
平

成
23
・
24
年
度
の
入
湯
税
減
収
分
と

し
て
４
０
１
万
８
８
０
０
円
。
合
計

４
１
６
７
万
５
４
２
９
円
で
あ
る
。
請
求

額
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
払
い
額
は
、
こ

れ
ま
で
請
求
９
２
９
２
万
３
１
１
７
円
に

対
し
て
８
６
４
３
万
４
１
３
３
円
、
93
・

02
％
の
賠
償
額
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
。

広
域
農
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
西

河
内
下
町
と
上
大
門
町
を
結
ぶ
道
路
整
備

が
進
ん
で
い
る
が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

ト
ン
ネ
ル
が
一
昨
年
貫
通
し
、
西
河

内
下
町
と
上
大
門
町
に
か
け
て
の
法
面
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
93
％

で
あ
り
、
県
と
の
協
議
の
中
で
完
成
時
期

は
、平
成
30
年
３
月
を
目
途
と
し
て
い
る
。

問答

市は、常陸太田市への移住・定住希望者の相談にワン
ストップで対応するための窓口として平成 27 年７月 15
日に移住・定住相談室を新設し、移住・定住に関して必
要な情報の集約、提供を行っている。
移住・定住相談室は、移住・定住希望者への相談・情
報提供のほか、事業の周知・PR、空き家バンクの運用、
移住・定住希望者へのお試し居住事業を実施している。
課題として、空き家バンク事業では、物件所有者や地
域における空き家利活用への協力意識の醸成が必要であ
ること。相談者へのアフターフォローと移住状況の把握
として、本市への移住を安心して相談でき、移住後も安
心して暮らせるための支援と、相談者が実際に何人移住
し、移住にまで至らない理由として何が障害なのかを分
析する必要があること。首都圏における情報発信の強化
として、他市町村にはない本市の優れた点や魅力を最大
限にPRする手法を研究することが挙げられる。
施策の効果の検証に基づく適切な事業展開が図られる
よう注視するとともに、効果的な施策の検討を行い、提
言・提案に向けた取り組みを進める。

テーマ１　少子化・人口減少対策に関する取り組
みの現況と今後の対応についての調査・研究

●平成27年度　総務委員会活動報告（概要）●
総務委員会は 13回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした２点の調査・研究を行った。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

高
星　

勝
幸

副
委
員
長 

福
地　

正
文

委　
　

員 

後
藤　
　

守

委
員　

茅
根　
　

猛

 

〃 　

深
谷　

秀
峰

 

〃 　

諏
訪　

一
則

西河内下町から上大門町の整備
が進む広域農道

東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援
金
の

支
給
申
請
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
27
年
度
の
申
請
件
数
は
１
４
９

件
で
支
給
総
額
は
２
１
５
９
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

に
鑑
み
、
１
年
間
の
期
間
延
長
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

問問 答答 議
案
第
12
号　
常
陸
太
田
市
東
日
本
大

震
災
被
害
対
策
支
援
金
等
支
給
条
例
の

一
部
改
正

▼
主
な
質
疑
応
答

テーマ２　地域防災計画についての調査・研究

「平成 27 年９月関東・東北豪雨」における常総市の
浸水被害は、ハザードマップの予測とほぼ重なるもので
あり、活用の効果は高いと考えられるが、配布しただけ
で活用されなければ効果は発揮されない。配布を受けた
市民には、事前にマップ上で自宅の位置を確認し、どの
ような種類、規模、範囲の被害が及ぶのかを認識し、避
難先と避難ルートを家族で話し合うなど活用することが
求められる。災害時の職員対応として、市は「平成 27
年９月関東・東北豪雨」における国・県・市の災害対応
を参考とし、初動の災害対応を迅速に行い、職員一人ひ
とりが自分の役割を十分に理解し、災害発生時に的確な
行動がとれるようにするためのマニュアルをハンドブッ
ク化、職員へ配布するとともに研修会を開催している。 
施策を注視するとともに、課題と効果的施策について
引き続き調査・研究を行い，提言・提案に向けた取り組
みを進める。
【所管事務調査】北海道岩見沢市（ＩＣＴ利活用による
まちづくり推進の概要について）、東川町（ふるさと納
税を活用した交流人口の拡大、移住 ･定住施策の取り組
みについて）、千歳市（千歳市防災学習交流センターに
ついて）
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常任委員会審査・活動報告

文
教
民
生
委
員
会

　

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制

定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
補

正
予
算
３
件
、
合
計
９
件
の
審
査
を
行

い
、
議
案
第
14
号
を
賛
成
多
数
に
よ
り
、

そ
の
他
８
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

条
例
改
正
に
よ
り
、「
空
き
家
」
が

「
空
家
等
」
に
改
め
ら
れ
る
が
、「
空
家
等
」

に
は
、
空
家
の
ほ
か
ど
の
よ
う
な
も
の
が

含
ま
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

「
空
家
等
」
の
「
等
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
法
律
の
定
義
に
基
づ
き
、
建
物
、
付

随
す
る
工
作
物
、
敷
地
が
含
ま
れ
る
。
こ

れ
ま
で
も
空
き
家
が
建
つ
敷
地
部
分
に
つ

い
て
も
指
導
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後

も
法
律
に
基
づ
き
指
導
し
て
い
く
。

問答

▼
主
な
質
疑
応
答

当
市
で
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
勧
告
や
措
置
命
令
の
対
象
と
な
っ
た
空

き
家
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

平
成
25
年
４
月
１
日
の
条
例
施
行

後
、
助
言
、
指
導
の
段
階
ま
で
で
、
勧
告

及
び
措
置
命
令
に
至
っ
た
例
は
な
い
。

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
額

理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

当
初
予
算
で
は
年
間
３
万
５
０
０
件
、

１
件
当
た
り
５
万
４
４
９
５
円
、総
額
16
億

６
２
１
２
万
２
千
円
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
績
見
込
み
で
年
間
３
万
１
０
３
２

件
、
１
件
当
た
り
５
万
４
５
１
８
円
、

総
額
16
億
９
１
８
０
万
８
千
円
が
必

要
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
不
足
額

２
９
６
８
万
６
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

問

答

答

議
案
第
７
号　
常
陸
太
田
市
空
き
家
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
25
号　
平
成
27
年
度
常
陸
太
田

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

●平成27年度　文教民生委員会活動報告（概要）●
文教民生委員会は 13回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした３点の調査・研究を行った。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

深
谷　
　

渉

副
委
員
長 

藤
田　

謙
二

委　
　

員 

宇
野　

隆
子

委
員　

髙
木　
　

将

 

〃 　

川
又　

照
雄

 

〃 　

菊
池　

伸
也

文教民生委員会は、1月 19日、水戸市立国田小中
学校を訪問し、小中一貫教育と特認校制度につい
て視察しました。

テーマ１　ごみの減量化等に関する調査・研究

市清掃センター及びごみ減量化に向け取り組んでいる
北海道石狩市において調査を実施した。石狩市の特徴的
な取り組みは以下のとおりである。
①「いしかり・ごみへらし隊」の活動
　（市民・事業者・行政の協働によるごみ減量）
②市内全家庭のごみを戸別収集
③廃食用油リサイクル（家庭からの使用済み食用油を回
収しバイオディーゼル燃料として再利用）

④みどりのリサイクル（樹木の剪定枝葉、落ち葉等を回
収し、堆肥化し、土壌改良剤として市民に還元）

⑤小型家電リサイクル（回収ボックスの投入口が当市の
30 ㎝× 15 ㎝に対し、40 ㎝× 40 ㎝と大きい）

⑥市役所ロビーに資源物のリサイクル用回収ボックスを
設置するなど、啓発の取り組みを積極的に実施

【所管事務調査】北海道石狩市（ごみ減量化の取り組み
について）

テーマ２　高齢者の健康生活支援等に関する調査・ 研究

旧河内小学校を利活用し開設された「福祉の杜・サン
グリーンピア太田」及び北海道当別町にある若い世代が
運営する「社会福祉法人ゆうゆう」で、地域住民が障が

テーマ３　小中一貫教育に関する調査・研究

北海道恵庭市立松恵小学校及び水戸市立国田小中学校
において、小中一貫教育及び特認校制度について調査を
した。小中一貫教育は 9年間を見通し一貫した教育を行
い、特認校制度は従来の通学区域は残したまま市内全域
から就学を認めている。両校とも少人数で特色ある教育
が行われ、児童生徒数が増加している。
【所管事務調査】北海道恵庭市（特認校制度について）、
水戸市（小中一貫教育・特認校制度について）

いの有無や年齢等に関係なくお互いに支え合う福祉のま
ちづくりについて調査をした。地域包括ケアシステムの
構築と高齢者が生き生きと過ごすため今後必要な取り組
みとして、委員会で以下 3点の意見を集約した。
①長年にわたる豊富な経験や優れた能力をもつ高齢者
が、経験を活かし活躍できる場の創出が必要。
②より地域に密着した介護や生活支援等のサービス提供
のため、モデル地域において地域の課題や実情に応じ
たモデル事業を実施することが一つの方策となる。
③高齢者だけではなく、障がいの有無や年齢を問わず、
地域の住民が気軽に集い、交流できる場も必要。

【所管事務調査】北海道当別町、社会福祉法人ゆうゆう
( 当別町 )（地域共生型福祉のまちづくりについて）
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常任委員会審査・活動報告

産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
制

定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
工

事
委
託
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
１
件
、

補
正
予
算
４
件
、
請
願
１
件
、
合
計
９

件
の
審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
８
議

案
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
、
請
願
１
件
を
全
会
一
致
で

趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

テ
ナ
ン
ト
等
で
不
評
な
商
品
が
あ
る

場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

特
に
直
売
所
が
中
心
に
な
る
と
思
う

が
、
品
質
検
査
委
員
会
な
る
も
の
を
出
荷

者
協
議
会
と
施
設
運
営
者
の
中
で
立
ち
上

げ
、
定
期
的
に
品
質
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

問
題
が
あ
れ
ば
相
互
協
議
の
う
え
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

平成 27 年２月に常陸太田市地酒協議会（岡部合名会
社、檜山酒造株式会社、合資会社剛烈富永酒造店、太田
銘醸株式会社、合資会社井坂酒造店）から「常陸太田市
の地酒の普及促進に関する要望」を受けて調査研究を実
施した。
○本市の地酒の現状確認として３月 13 日に商工観光部
商工振興・企業誘致課より説明を受ける。
○常陸太田市地酒協議会との意見交換として４月 21 日
に常陸太田市地酒協議会を訪問した。
○６月 16 日に市商工会を訪問し、これまでの経過を説
明し意見交換を行う。
○パブリック・コメントを実施（６月 17 日～７月８日）
し、市民からの意見を反映させた。
○第３回市議会定例会（９月定例会）において「常陸太
田の地酒」で乾杯を推進する条例を産業建設委員会の
全委員で議員提案し、全会一致により可決・制定した。

【所管事務調査】福岡県古賀市（農業振興補助事業につ
いて）、福岡市（福岡城・鴻臚館エリアにおける集客促
進の取り組みについて）

福岡県宗像市にある「道の駅むなかた」は九州地区４
年連続No. １の売り上げと集客を誇り、全国の道の駅の
中でも常に上位施設の調査研究を行った。
○物産直売所（宗像市観光物産館）は特産品ブランドを
創出するアンテナショップであり、特産品ブランドを
創出している。
○レストラン「おふくろ食堂はまゆう」はテナントとし
て入っており、玄海ホテル旅館組合と神湊飲食店組合
の加盟店のうち、有志で株式会社「玄海むなかた」を
立ち上げ運営している。
○情報の提供は、利用者が自由に情報を選べるタッチパ
ネルを活かして情報を提供しており、運営は宗像観光
協会が行っている。
○米粉パン工房「姫の穂」は宗像・福津産の米を原料に
した米粉で作った米粉パンの専門店。
○今年度テーマ「まちの駅・ひとの駅・道の駅むなかた」
【所管事務調査】福岡県宗像市（道の駅むなかたについて）

テーマ１　地域の特性を活かした地場産業の振興
についての調査・研究

テーマ２　複合型交流拠点施設（道の駅）整備に
ついての調査・研究

●平成27年度　産業建設委員会活動報告（概要）●
産業建設委員会は８回の協議会を開催、所管事務調査のほか活動テーマとした２点の調査・研究を行った。

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

木
村　

郁
郎

副
委
員
長 

成
井
小
太
郎

委　
　

員 

黒
沢　

義
久

委
員　

益
子　

慎
哉

 

〃 　

平
山　

晶
邦

 

黄門の郷「道の駅ひたちおおた」
外観イメージ図
7月21日（木）オープン予定

使
用
料
金
で
、
売
り
上
げ
高
に
0.2
を

乗
じ
て
得
た
額
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ

は
上
限
な
の
か
伺
い
た
い
。

こ
の
料
金
は
上
限
額
で
あ
り
、
実
際

の
利
用
料
金
は
指
定
管
理
者
が
市
の
承
認

を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
設
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

補
正
の
理
由
が
設
置
基
数
の
減
と
い

う
こ
と
だ
が
、
当
初
予
定
数
と
実
績
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

当
初
は
50
基
分
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
現
在
ま
で
の
設
置
基
数
が
32
基
で

あ
っ
た
。
減
少
し
た
原
因
と
し
て
は
高
齢

化
世
帯
が
多
く
、
子
ど
も
も
戻
っ
て
く
る

予
定
が
な
い
こ
と
、
ま
た
各
世
帯
の
経
済

的
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
の
９
月
定
例
会
に
お
い
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て
は

採
択
を
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
請
願
も
趣
旨
に
つ
い
て
は
理
解
で
き

る
た
め
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

問

問

問 答

答

答 議
案
第
５
号　
常
陸
太
田
市
道
の
駅
ひ

た
ち
お
お
た
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

議
案
第
28
号　
平
成
27
年
度
常
陸
太
田

市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

請
願
第
１
号　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で

批
准
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

▼
主
な
質
疑
応
答

意
見



13

議員定数検討特別委員会を設置・議会運営委員会・
議会日誌・請願・陳情・議員提案

【
委
員
会
構
成
】

委 

員 

長 

益
子　

慎
哉

副
委
員
長 

深
谷　
　

渉

委　
　

員 

髙
木　
　

将

　
　

〃　
　 

後
藤　
　

守

　
　

〃　
　 

川
又　

照
雄

　
　

〃　
　 

福
地　

正
文

　
　

〃　
　 

茅
根　
　

猛

　
　

〃　
　 

成
井
小
太
郎

　
　

〃　
　 

高
星　

勝
幸

　
　

〃　
　 

木
村　

郁
郎

　
　

〃　
　 

藤
田　

謙
二

常
陸
太
田
市
議
会
は
、
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会

最
終
日
（
３
月
18
日
）、
11
人
の
委
員
で
構
成
す
る

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
議
会
活
動
を
行
う
た
め
の
適
正
な
議
員

定
数
に
つ
い
て
、
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
員

活
動
の
充
実
、
人
口
減
少
、
経
費
削
減
な
ど
の
観
点

か
ら
総
合
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
会
日
誌

広
報
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・
広
報
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会
・

文
教
民
生
委
員
会
協
議
会
（
水
戸
市
立
国
田
小
中
学
校
視
察
）

千
葉
県
君
津
市
議
会
視
察
来
庁

水
戸
の
梅
大
使
表
敬
訪
問
来
庁

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
議
会
会
派
視
察
来
庁

文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

石
川
県
輪
島
市
議
会
地
方
創
生
特
別
委
員
会
視
察
来
庁

議
会
運
営
委
員
会
・
予
算
内
示
説
明
会
・
全
員
協
議
会

本
会
議
（
開
会
・
議
案
説
明
）・
議
会
運
営
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
質
疑
）・
文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
会
協
議
会

文
教
民
生
委
員
会
・
文
教
民
生
委
員
会
協
議
会

産
業
建
設
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
協
議
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

本
会
議
（
採
決
・
閉
会
）

新
潟
県
燕
市
議
会
会
派
視
察
来
庁

１
月
14
日 

 

19
日

 

20
日

 

22
日

 

26
日

２
月
２
日

 

４
日

 

10
日

 

19
日

３
月
３
日

 

７
日

 

８
日

 

９
日

 

10
日

 

11
日

 

14
日

 

15
日

 

16
日

 

18
日

 

28
日

１月 19日、第１回定例会の会期について協議、
本会議に諮ることとし、「広報ひたちおおたお知ら
せ版」及び市民バス・各支所窓口へ掲示すること
とした。２月19日には第１日の日程、議案等付託
委員会、一般質問・議案質疑の通告期限及び一般
質問の方法・時間制限、予算特別委員会の設置に
ついて。３月３日には一般質問通告者、請願の取
り扱いについて。16日には最終日の日程、追加議案、
人事案件、議員定数検討特別委員会の設置につい
て協議を行い、最終日に議員提案することとした。

議会運営委員会
1/19、2/19、3/3、3/16

委員長　藤田　謙二　　委　員　茅根　　猛
副委員長　益子　慎哉　　委　員　高星　勝幸
委　員　髙木　　将　　委　員　深谷　　渉
委　員　福地　正文　　委　員　木村　郁郎

請願・陳情

議員提案

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

請願第 1号
ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求め
る請願

茨城県日立市十王町伊師３０２６
農民運動茨城県連合会県北農民センター 
代表　堀江　鶴治 
【紹介議員】宇野　隆子

趣旨採択 

陳情第 1号
外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、
その危険性や予後の相談のできる窓口など
の設置を求める陳情

大阪府東大阪市六万寺町３－１２－３３
軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本久美子

報    　告 

議員提案第 1号
議員定数検討特別委員会の設置について

提出者　藤田　謙二
賛成者　益子　慎哉、髙木　　将、福地　正文、茅根　　猛
　　　　高星　勝幸、深谷　　渉、木村　郁郎

原案可決

議
員
定
数
検
討

議
員
定
数
検
討

特
別
委
員
会
を
設
置

特
別
委
員
会
を
設
置

議
員
定
数
検
討

議
員
定
数
検
討

特
別
委
員
会
を
設
置

特
別
委
員
会
を
設
置
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こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

常陸太田市議会だより　№ 144

４月８日（金）旧さとみ保育園と旧里美幼稚園が一緒になり、市内では最初
の認定こども園「さとみこども園」が開園されました。認定こども園とは、幼
稚園と保育園の機能を持ち合わせた施設。保育と教育を一体的に行い、小学校
に入学するときに必要な集団生活などの基礎を学んでいきます。

表紙によせて 

議会だよりに関するご意見・ご感想をお寄せください。
今後の本紙編集の参考とさせていただきます。
議会事務局　電話 0294（72）3111　Ｅ-mail gikaijimu2@city.hitachiota.lg.jp

議会事務局
メールアドレス

さとみこども園

　議会報告 ･意見交換会は、議会活動の報告に併せて、地域の皆さんの声を広くお伺いする場です。
多くの皆さんのご参加をお待ちしております。

○会の内容は、議会の運営・活動の報告、質疑応答、意見交換です。
○日時、場所等はご都合のよい会場へお越しください。
○申し込みは不要です。どうぞ、お誘いあわせのうえご参加ください。

平成27年度　議会報告会の様子平成27年度　議会報告会の様子

地　　区 会　　　　場 開　催　日　時

常陸太田地区 生涯学習センター　講座室１、２ ７月 12日（ ）

 午後７時から
金砂郷地区 交流センターふじ　会議室 ７月 13日（水）

水 府 地 区 水府総合センター　研修室 ７月 14日（木）

里 美 地 区 里美文化センター　大集会室 ７月 15日（金）
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